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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　票札片と、動物の耳を貫通可能にすると共に、当該票札片に対して止着可能とする耳貫
通用軸材部を備えた留めピンとからなり、該留めピン耳貫通用軸材部で、留めピンの係合
鍔部と票札片とだけに覆われる箇所であって、牛の耳貫通箇所の体表に接触可能な箇所に
は、動物の耳貫通箇所の体表に直接接して動物の体温に応じて温度検出回路が検出可能な
起電力あるいは電気抵抗を発生し、体温の変化にしたがって起電力量や電気抵抗値等を変
化させ、正確に動物の体温および体温の変化を検出可能とする温度センサーが配され、該
温度センサーからのデータを検出する温度検出部および個体識別信号認識部を票札片およ
び／または留めピンに設けた上、外部からのトリガー信号を受信したときに、温度検出部
の検出信号を発信可能とする無線送受信部を設けてなるものとしたことを特徴とする体温
測定用耳票。
【請求項２】
　票札片と、動物の耳を貫通可能にすると共に、当該票札片に対して止着可能とする耳貫
通用軸材部を備えた留めピンとからなり、該留めピン耳貫通用軸材部で、留めピンの係合
鍔部と票札片とだけに覆われる箇所であって、牛の耳貫通箇所の体表に接触可能な箇所に
は、動物の耳貫通箇所の体表に直接接して動物の体温に応じて温度検出回路が検出可能な
起電力あるいは電気抵抗を発生し、体温の変化にしたがって起電力量や電気抵抗値等を変
化させ、正確に動物の体温および体温の変化を検出可能とする温度センサーが配され、該
温度センサーからのデータを検出する温度検出部および個体識別信号認識部を票札片およ
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び／または留めピンに設けた上、外部から個体識別信号認識部が合致する個体識別信号を
伴うトリガー信号を受信したときにだけ、スタートビット信号、温度検出部の検出信号、
およびストップビット信号を発信可能とする無線送受信部を設けてなるものとしたことを
特徴とする体温測定用耳票。
【請求項３】
　票札片と、動物の耳を貫通可能にすると共に、当該票札片に対して止着可能とする耳貫
通用軸材部を備えた留めピンとからなり、該留めピン耳貫通用軸材部で、留めピンの係合
鍔部と票札片とだけに覆われる箇所であって、牛の耳貫通箇所の体表に接触可能な箇所に
は、動物の耳貫通箇所の体表に直接接して動物の体温に応じて温度検出回路が検出可能な
起電力あるいは電気抵抗を発生し、体温の変化にしたがって起電力量や電気抵抗値等を変
化させ、正確に動物の体温および体温の変化を検出可能とする温度センサーが配され、該
温度センサーからのデータを検出する温度検出部および個体識別信号認識部を票札片およ
び／または留めピンに設けた上、温度検出部が、装着した動物の平熱温度を越えた温度を
検出したときだけ、個体識別信号およびこれに関連付けた温度検出部の検出信号を発信す
るよう自動的に制御される無線送受信部を設けてなるものとしたことを特徴とする体温測
定用耳票。
【請求項４】
　票札片と、動物の耳を貫通可能にすると共に、当該票札片に対して止着可能とする耳貫
通用軸材部を備えた留めピンとからなり、該留めピン耳貫通用軸材部で、留めピンの係合
鍔部と票札片とだけに覆われる箇所であって、牛の耳貫通箇所の体表に接触可能な箇所に
は、動物の耳貫通箇所の体表に直接接して動物の体温に応じて温度検出回路が検出可能な
起電力あるいは電気抵抗を発生し、体温の変化にしたがって起電力量や電気抵抗値等を変
化させ、正確に動物の体温および体温の変化を検出可能とする温度センサーが配され、該
温度センサーからのデータを検出する温度検出部および個体識別信号認識部を票札片およ
び／または留めピンに設けた上、温度検出部が、一定時間経過毎の等間隔時間毎にか、所
定時間経過毎の不当間隔時間毎に、個体識別信号およびこれに関連付けた温度検出部の検
出信号を自動的に発信可能とする無線送受信部を設けてなるものとしたことを特徴とする
体温測定用耳票。
【請求項５】
　複数の動物の左右耳の少なくとも何れか一方に装着可能とした複数の請求項１ないし４
何れ一記載の体温測定用耳票と、各々の体温測定用耳票と個別に無線通信可能な無線送受
信機部とを有し、当該無線送受信機部が個々の個体識別信号およびこれに関連付けたトリ
ガー信号を発信可能とすると共に、トリガー信号に呼応した体温測定用耳票から発せられ
た温度検出信号を個別に受信し、体温情報に変換した上、複数の動物の正確な体温情報を
、個々の個体毎に自動的に記録、管理可能とする情報処理装置を有する少なくとも一個の
体温データ受信機とを設けてなる、請求項１ないし４何れか一項記載の体温測定用耳票を
用いた多頭飼育用体温管理システム。
【請求項６】
　複数の動物の左右耳の少なくとも何れか一方に、請求項１ないし４何れ一記載の体温測
定用耳票を夫々装着し、遠隔適所位置に設置した無線通信可能な体温データ受信機から所
定時間毎に、各個体の体温測定用耳票に向けて個体識別信号およびこれに関連付けたトリ
ガー信号を次々に発信し、発信された個体識別信号に該当する体温測定用耳票が呼応して
温度検出信号を夫々好適なタイミングで発信するものとし、各体温測定用耳票からの温度
検出信号を個別に受信した体温データ受信機が、各個体毎の正確な体温情報を自動的に経
過時間と共に記録して管理可能とする、請求項１ないし４何れか一項記載の体温測定用耳
票を用いた多頭飼育用体温管理方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の目的】
　　この発明は、畜舎内で管理飼育されている多数の動物は固より、広大な牧場において
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放牧飼育されている多数の動物の固体夫々について、その体調管理をするための技術に関
し、特に、個体識別用として耳票を取り付けることが可能な動物、例えば牛等の家畜に代
表される動物の体調管理をするための基礎データとして、固体個々の体温測定を確実且つ
効率的に実施してそのデータを集中管理ができるようにする新規な構造からなる体温測定
用耳票、およびそれを用いた新規な構造の多頭飼育用体温管理システム、ならびに新規な
構成の多頭飼育用体温管理方法を提供しようとするものである。
【０００２】
【従来の技術】
　　現在、我が国では、約５００万頭もの乳牛および肉牛が、多くの家畜生産農家によっ
て飼育されており、畜舎内飼育にしろ放牧飼育にしろ、牛の健康状態を管理する場合、管
理者が餌を与えたり、畜舎内の敷き藁を交換する作業等の合間に一頭ずつ様子を観察する
か、あるいは放牧中であれば遠方から望遠鏡を覗いてその動きを観察する等して、長年の
経験と勘とによって異常と想定される牛を見つけ出し、先ずはじめに、専用の体温計を直
腸に挿入する方法によって検温し、牛の疾病や妊娠時期等の健康状態を判断することとな
る。
【０００３】
　　しかしながら、経営効率を高めるために小人数によって多頭飼育または群管理等を行
うような場合には、全ての牛について日常的に個々の乳牛や肉牛を具に管理することは非
常に困難であり、全ての個体に十分な目が届かなかったがために見逃してしまい、容体が
相当に悪化してしまってから発見して手当てが間に合わず、最悪には個体を失ってしまい
、畜産業として大きな被害を被ってしまうことにもなり兼ねないため、その管理者は、見
逃すことなく全ての牛の健康管理ができるように、長年に渡って膨大な時間と細心の注意
のための労力とを費やしてきていたし、経験と勘とに頼る健康管理が、正確性に欠けて万
が一の見落としを免れる保証は全く無いことから、より精度の高い健康管理法の開発が強
く待ち望まれていた。
【０００４】
　　牛の外見から経験と勘とに頼って行うという不確実な判断に代わって、より正確な健
康管理を行おうとするならば、全ての乳牛や肉牛の体温を一定時間毎に検温して体温の変
化を常に把握できるようにするのが最も望ましいということになるものの、同時に数多く
の牛の体温を実測し、個体毎の健康管理を個別に行うための労力に相当の負担を覚悟しな
ければならず、年々厳しくなる畜産業界の実情を考慮すれば、殆ど不可能に近く、実現性
に欠ける手段として多くの畜産農家から一蹴されてしまうものと予想される。
【０００５】
　　そこで、体温測定器を、予め乳牛や肉牛の耳殻内や鼻腔内に装着して体温を測定、記
録する手段の可能性についての検討を試みてみたが、牛個体の耳内や鼻腔内への測温計等
の挿入および取付けは、生物である牛にとって、当然のことながら非常な異物感を伴って
装着、固定を嫌がってしまい、その実施はかなり難しく、それを無理矢理実施してしまう
と、測温計の装着に起因して体調異常にまでも繋がり兼ねないことになって、実用化する
ことはできないと結論せざるを得なかった。
【０００６】
　　この発明は、以上のような状況に対処して、多数頭飼育または群管理されている乳牛
や肉牛等の個体毎の体温を、牛個体も嫌がらず、管理者にはそれ程経済的な負担もなく、
所定時間の経過毎に略一斉に測定することが可能になる有効な手段はないものかとの判断
から、逸速くその開発、研究に着手し、長期に渡る試行錯誤と幾多の試作、実験とを繰り
返してきた結果、今回、遂に新規な構造の体温測定用耳票、およびそれを用いた新規な構
造の多頭飼育用体温管理システム、ならびに新規な構成の多頭飼育用体温管理方法を実現
化することに成功したものであり、以下では、図面に示すこの発明を代表する実施例と共
に、その構成を詳述することとする。
【０００７】
【発明の構成】
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　　図面に示すこの発明を代表する実施例からも明確に理解されるように、この発明の体
温測定用耳票は、基本的に次のような構成から成り立っている。
　　即ち、票札片と、動物の耳を貫通可能にすると共に、当該票札片に対して止着可能と
する耳貫通用軸材部を備えた留めピンとからなり、該留めピン耳貫通用軸材部で、留めピ
ンの係合鍔部と票札片とだけに覆われる箇所であって、牛の耳貫通箇所の体表に接触可能
な箇所には、動物の耳貫通箇所の体表に直接接して動物の体温に応じて温度検出回路が検
出可能な起電力あるいは電気抵抗を発生し、体温の変化にしたがって起電力量や電気抵抗
値等を変化させ、正確に動物の体温および体温の変化を検出可能とする温度センサーが配
され、該温度センサーからのデータを検出する温度検出部および個体識別信号認識部を票
札片および／または留めピンに設けた上、外部からのトリガー信号を受信したときに、温
度検出部の検出信号を発信可能とする無線送受信部を設けてなるものとした構成を要旨と
する体温測定用耳票である。
【０００８】
　　この基本的な構成からなる体温測定用耳票を、より具体的な構造のものとして示すと
、票札片と、動物の耳を貫通可能にすると共に、当該票札片に対して止着可能とする耳貫
通用軸材部を備えた留めピンとからなり、該留めピン耳貫通用軸材部で、留めピンの係合
鍔部と票札片とだけに覆われる箇所であって、牛の耳貫通箇所の体表に接触可能な箇所に
は、動物の耳貫通箇所の体表に直接接して動物の体温に応じて温度検出回路が検出可能な
起電力あるいは電気抵抗を発生し、体温の変化にしたがって起電力量や電気抵抗値等を変
化させ、正確に動物の体温および体温の変化を検出可能とする温度センサーが配され、該
温度センサーからのデータを検出する温度検出部および個体識別信号認識部を票札片およ
び／または留めピンに設けた上、外部から個体識別信号認識部が合致する個体識別信号を
伴うトリガー信号を受信したときにだけ、スタートビット信号、温度検出部の検出信号、
およびストップビット信号を発信可能とする無線送受信部を設けてなるものとした体温測
定用耳票であるということができる。
【０００９】
　　そして、これら基本的な構成の体温測定用耳票には、票札片と、動物の耳を貫通可能
にすると共に、当該票札片に対して止着可能とする耳貫通用軸材部を備えた留めピンとか
らなり、該留めピン耳貫通用軸材部で、留めピンの係合鍔部と票札片とだけに覆われる箇
所であって、牛の耳貫通箇所の体表に接触可能な箇所には、動物の耳貫通箇所の体表に直
接接して動物の体温に応じて温度検出回路が検出可能な起電力あるいは電気抵抗を発生し
、体温の変化にしたがって起電力量や電気抵抗値等を変化させ、正確に動物の体温および
体温の変化を検出可能とする温度センサーが配され、該温度センサーからのデータを検出
する温度検出部および個体識別信号認識部を票札片および／または留めピンに設けた上、
温度検出部が、装着した動物の平熱温度を越えた温度を検出したときだけ、個体識別信号
およびこれに関連付けた温度検出部の検出信号を発信するよう自動的に制御される無線送
受信部を設けてなるものとした構成からなる体温測定用耳票が包含されている。
【００１０】
　　同様に、票札片と、動物の耳を貫通可能にすると共に、当該票札片に対して止着可能
とする耳貫通用軸材部を備えた留めピンとからなり、該留めピン耳貫通用軸材部で、留め
ピンの係合鍔部と票札片とだけに覆われる箇所であって、牛の耳貫通箇所の体表に接触可
能な箇所には、動物の耳貫通箇所の体表に直接接して動物の体温に応じて温度検出回路が
検出可能な起電力あるいは電気抵抗を発生し、体温の変化にしたがって起電力量や電気抵
抗値等を変化させ、正確に動物の体温および体温の変化を検出可能とする温度センサーが
配され、該温度センサーからのデータを検出する温度検出部および個体識別信号認識部を
票札片および／または留めピンに設けた上、温度検出部が、一定時間経過毎の等間隔時間
毎にか、所定時間経過毎の不当間隔時間毎に、個体識別信号およびこれに関連付けた温度
検出部の検出信号を自動的に発信可能とする無線送受信部を設けてなる体温測定用耳票も
包含する。
【００１１】
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　　票札片は、個々の動物を識別可能とする番号札としての役割を果たすと共に、温度セ
ンサーから得られた温度の情報信号を発信可能とする無線送受信部を搭載可能とするか、
あるいは、体温データ受信機から発せられたトリガー信号を受信し、これに呼応して温度
センサーから得られた温度の情報信号を発信可能とする無線送受信部を搭載可能とする機
能を果たすものであり、動物の耳に装着され、自然環境下のもとで十分な耐久性をもち、
搭載された電子部品の防水や緩衝を可能とする素材から形成しなければならず、例えば比
較的軟質な合成樹脂から形成されたものとし、蒸着や印刷、エッチング部材の貼着、埋設
等によって突起部分の少ない平面的なアンテナ構造を採用したものにすると好都合のもの
とすることができる。
【００１２】
　　留めピンは、動物の耳に貫通状に装着可能であり、貫通端部に票札片を取付けること
により、体温測定用耳票を動物の耳に確りと取付けると共に、動物の耳貫通箇所の体表に
温度センサーを接触させ検温可能とする状態に保持する機能を果たし、票札片と連結して
装着した後に、動物の耳から不用意に脱落することのない程度の強度をもつ耳貫通用軸材
部を有するものとしなければならず、必要に応じて票札片側に搭載された電子部品と、温
度センサーおよびその温度検出回路等との電気的接続を可能とするコネクター等を、票札
片側の適所に対応させて簡便に接続可能なものとし、その接続部は不用意に離脱しない連
結構造や、防水構造等を有するものとするのが望ましい。
【００１３】
　　温度センサーは、動物の耳貫通箇所の体表に接して動物の体温に応じて温度検出回路
が検出可能な起電力あるいは電気抵抗を発生し、体温の変化にしたがって起電力量や電気
抵抗値等を変化させ、正確に動物の体温および体温の変化を検出可能とする機能を果たす
ものであり、留めピン耳貫通用軸材部の耳貫通箇所の体表に接する部分に設けたものとし
なければならず、動物の体温領域に適した熱電対やサーミスタ等を用いるのが望ましい。
【００１４】
　　温度検出部は、動物の体温に応じて温度センサーが発生する電力を受け、あるいは温
度センサーの電気抵抗値を検出し、通信可能な温度情報信号に変換する機能を果たすもの
であり、体温測定用耳票の無線送受信機部が、外部からのトリガー信号を受信したときに
、所定のタイミングで、温度情報信号を発信するものとするのが望ましいが、トリガー信
号の受信に拘らず常時、温度情報信号を発生するものとし、トリガー信号を受信して受信
から送信に切り換えられた無線送受信機部が、その瞬間の温度情報信号を外部に向けて発
信するようにしたものとすることも可能である。
【００１５】
　　個体識別信号認識部は、無線送受信部に受信したトリガー信号に伴う個体識別信号を
識別し、記憶された個体識別信号に一致したときのみ、温度センサーによって検出した温
度情報信号を、発信可能とする機能を果たすものであり、無線送受信部と共に、票札片の
適所かあるいは留めピンの適所の何れかに搭載可能な程度に小型、軽量のものとすべきで
あり、必要に応じて送受信切換機能を有するものとすることが可能である。
【００１６】
　　無線送受信部は、遠隔適所に設置された体温データ受信機から発信されたトリガー信
号を受信可能であると共に、これに呼応して温度検出部から発せられた温度情報信号を、
該体温データ受信機に達するよう発信可能とするに十分な性能を有するものとしなければ
ならず、体温データ受信機からのトリガー信号を受信したときに、体温データ受信機が体
温データを受信するのに最適なタイミングで温度情報信号を発信する構造とするのが望ま
しく、必要に応じて発信のタイミングを正確に調節可能なクロックジェネレータを設けた
ものとすることも可能となる。
【００１７】
　　また、この発明の票札片と留めピンと備えた体温測定用耳票は、動物の耳貫通箇所の
体表に接触して検温する既述の温度検出部が、装着した動物の平熱温度を越えた温度を検
出したときだけ、個体識別信号およびこれに関連付けた温度検出部の検出信号を発信する
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よう自動的に制御される無線送受信機部としたり、一定時間経過毎の等間隔時間毎にか、
所定時間経過毎の不当間隔時間毎に、個体識別信号およびこれに関連付けた温度検出部の
検出信号を自動的に発信可能とする無線送受信機部となるようにすることも可能である。
【００１８】
【関連する発明１】
　　上記した体温測定用耳票に関連して、この発明には、当該体温測定用耳票を使用する
ことにより、以下のとおりの構造からなるものとした多頭飼育用体温管理システムも包含
しており、その構成は、基本的に次のとおりのものである。
　　即ち、複数の動物の左右耳の少なくとも何れか一方に装着可能とした複数の、上記ま
でのこの発明が包含する体温測定用耳票と、各々の体温測定用耳票と個別に無線通信可能
な無線送受信機部とを有し、当該無線送受信機部が個々の個体識別信号およびこれに関連
付けたトリガー信号を発信可能とすると共に、トリガー信号に呼応した体温測定用耳票か
ら発せられた温度検出信号を個別に受信し、体温情報に変換した上、複数の動物の正確な
体温情報を、個々の個体毎に自動的に記録、管理可能とする情報処理装置を有する少なく
とも一個の体温データ受信機とを設けてなる、この発明の基本をなす体温測定用耳票を用
いた多頭飼育用体温管理システムである。
【００１９】
　　体温データ受信機は、各体温測定用耳票に向けて個体識別信号を伴ったトリガー信号
を順次発信すると共に、これらの信号に呼応して各体温測定用耳票から順次発信される温
度情報信号を、次々に受信可能とする機能を果たすものであり、受信した温度情報信号を
、体温情報に変換した上、各体温測定用耳票毎に区別して時間の経過に伴う体温の変化を
記録する機能を果たすものとしなければならず、適宜情報処理装置に信号入力し、順次記
憶させ、必要に応じてグラフや表をディスプレイ表示させたり、プリントアウトしたりで
きるようにしたものとすることができる外、検出された体温情報を時間毎に記録用紙に直
接印字またはグラフ化して記入して行くものとすることもが可能である。
【００２０】
　　また、この発明の多頭飼育用体温管理システムは、一頭の動物（例えば左右の耳）に
対して二つ以上の体温測定用耳票を装着し、夫々を個別に体温管理して何れか一方の体温
測定用耳票が故障したり、脱落、紛失してしまった場合等にも支障を来すことなく体温の
測定、管理が可能になるようにすることができる外、体温データ受信機を複数台設置し、
複数の体温測定用耳票を重複して体温管理することにより、何れかの体温データ受信機が
正常に作動しなくなったとき等においても、支障なく動物の体温管理ができるようにした
ものとしてもよい。
【００２１】
【関連する発明２】
　　さらに、この発明には、体温測定用耳票を用いた多頭飼育用体温管理システムを利用
することによって実現可能となる多頭飼育用体温管理方法も、上述してきた体温測定用耳
票、およびそれを使用した多頭飼育用体温管理システムに関連する発明として含まれてい
る。
　　即ち、複数の動物の左右耳の少なくとも何れか一方に、上記までのこの発明が包含す
る体温測定用耳票を夫々装着し、遠隔適所位置に設置した無線通信可能な体温データ受信
機から所定時間毎に、各個体の体温測定用耳票に向けて個体識別信号およびこれに関連付
けたトリガー信号を次々に発信し、発信された個体識別信号に該当する体温測定用耳票が
呼応して温度検出信号を夫々好適なタイミングで発信するものとし、各体温測定用耳票か
らの温度検出信号を個別に受信した体温データ受信機が、各個体毎の正確な体温情報を自
動的に経過時間と共に記録して管理可能とする、上記したこの発明の体温測定用耳票を用
いてなる多頭飼育用体温管理方法となる。
【００２２】
　　上記のとおりのこの発明が包含する多頭飼育用体温管理方法は、体温データ受信機か
ら発せられたトリガー信号に呼応して個々の体温測定用耳票が、温度検出信号を発信する
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ようにできる外、体温データ受信機からトリガー信号を発することなく、体温測定用耳票
が所定時間毎に、自動的に個体識別信号を伴う温度検出信号を発信するように制御したり
、あるいは、検出した温度検出値が、対象動物の平熱温度を越えたときだけ、体温測定用
耳票が自動的に個体識別信号を伴う温度検出信号を発信するか、もしくは個体識別信号を
伴う非常警告信号を発信して体温異常を管理者に知らせるようにしたものとすることも可
能である。
　　以下、図面に示すこの発明を代表する実施例と共に、その構造について詳述すること
とする。
【００２３】
【実施例】
　　図１の体温測定用耳票の側面図、図２の票札片の正面図および図３の留めピン耳貫通
用軸材部の斜視図に示される事例は、票札片と、動物の耳を貫通すると共に、当該票札片
に対して止着可能とする耳貫通用軸材部を備えた留めピンとからなり、耳貫通用軸材部の
周辺適所に温度センサーを配し、同温度センサーから温度データを検出する温度検出部な
らびに個体識別信号認識部を、票札片に設けた上、遠隔適所に設置された体温データ受信
機から発せられたトリガー信号を受信したときに、これに呼応するように温度検出部の検
出信号を所定のタイミングで発信する無線送受信部を設けてなるこの発明の体温測定用耳
票における代表的な一実施例を示すものである。
【００２４】
　　当該体温測定用耳票１は、上端に取付け孔を穿孔した平板状に形成された合成樹脂製
の票札片２と、牛Ｃの耳に貫通可能な耳貫通用軸材部３１を有する留めピン３とを組み合
わせることによって形成されるものであり、該耳貫通用軸材部３１の一端側には、牛Ｃの
耳に貫通状に装着した際に抜止めとなる、円盤状の係合鍔部３２が一体に形成され、同耳
貫通用軸材部３１の、牛Ｃの耳に貫通状に装着した際に牛Ｃの体表に接触する外周壁面適
所には、サーミスターあるいは熱電対からなる温度センサー４が埋設状に設けられたもの
となっている。
【００２５】
　　票札片２は、平板状の表面部分に図示しない認識番号が大きく印刷、表示されており
、その中央部には主要電気回路部分（５，６，７）が、樹脂被膜を有して防水性を確保し
た状態に一体化されており、適所から延伸されたハーネスが、防水性を有するコネクタを
介して留めピン３側の温度センサー４に脱着可能に接続され、主要電気回路部分（５，６
，７）の構造は、図４の耳票に搭載された電気回路のブロック図に示すように、温度セン
サー４からの検出信号を受信可能な温度検出部である温度検出回路５、体温データ受信機
８からトリガー信号と共に発信された個体識別信号を識別し、予め設定された個体識別信
号に一致したときだけスデコーダ６１および識別アドレス６２を有し、アドレスデコーダ
６１からのトリガー信号を受信して送受信モジュール７１の送受信を切り替えるマルチバ
イブレータ６３、ならびにマルチバイブレータ６３の信号をタイミング調整して温度検出
回路５に発信するクロックジェネレータ６４を設けたものとし、遠隔適所に設置された体
温データ受信機８との送受信を可能とする無線受信部７は、アドレスデコーダ６１、マル
チバイブレータ６３および温度検出部５に適宜接続された送信モジュール７１と、アンテ
ナ７２とから形成されている。
【００２６】
　　このように形成された主要電気回路部分（５，６，７）には、票札片２表側の適所に
設けられた太陽電池あるいは適所に防水構造を有して交換可能に装着されたバッテリーを
有する電源供給回路７３を設け、さらに、この電源供給回路７３によって供給される電圧
値が、必要電圧よりも低下してしまったときに、票札片２表側の適所に埋設されたＬＥＤ
を自動的に点灯、あるいは点滅表示する供給電圧異常検出回路７４を併設したものとして
いる。
【００２７】
　　また、体温データ受信機８は、図５の体温データ受信機の電気回路のブロック図に示
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すように、その回路全体が電源ユニット８８から供給される電力によって作動し、体温測
定用耳票１との間で通信可能な送受信モジュール８１およびそのアンテナ８２を有すると
共に、図７の多頭飼育用体温管理システムの概念図、に示される情報処理装置であるコン
ピュータ９に接続可能とするドライバ・レシーバ８３を有し、これら送受信モジュール８
１とドライバ・レシーバ８３との間には、コンピュータ９で設定した個体数２５６通りの
アドレスである８ビット信号をシリアル変換した個体識別信号を送信可能とするアドレス
エンコーダ８４が接続され、さらに、ドライバ・レシーバ８３とアドレスエンコーダ８４
との間にシリアル・パラレル変換回路８５を設け、同シリアル・パラレル変換回路８５と
送受信モジュール８１との間に、個体識別信号を送信した後に、自動的に一定時間に渡っ
て送受信モジュール８１を受信状態に切り替える送受信切換回路８６を配したものとなっ
ている。
　　また、ドライバ・レシーバ８３と送受信モジュール８１との間には、体温情報信号の
受信中に渡り、無線送受信部７の表面側に設置されたＬＥＤを点灯する送信状態表示灯８
７が設けられたものとなっている。
【００２８】
【作用】
　　以上のとおりの構成からなるこの発明の体温測定用耳票１の複数個、および体温デー
タ受信機８を用いることにより、以下のようなこの発明の多頭飼育用体温管理システムが
実現可能となる。
　　図６の体温測定用耳票を装着した牛の斜視図、および図７に示すように、多数頭の牛
Ｃ，Ｃ，……夫々の片方の耳に、各々個体識別信号の異なる体温測定用耳票１，１，……
を装着し、図１および図３の留めピン３耳貫通用軸材部３１の温度センサー４が、牛Ｃの
耳の体表接触する状態として牧場に放す一方、同牧場敷地内に建てられた家屋等の適宜室
内に、コンピュータ９に体温データ受信機８を接続して設置することにより、多頭飼育用
体温管理システムを構成することができ、この多頭飼育用体温管理システムを利用して、
この発明の多頭飼育用体温管理方法を実施することになる。
【００２９】
　　即ち、先ず、体温データ受信機８を起動し、コンピュータ９の体温管理用のアプリケ
ーションソフトを駆動させると、コンピュータ９が、体温データ受信機８を通じて第一番
目の個体識別信号を伴うトリガー信号を無線発信し、その直後に、図５中の送受信切換回
路８６が一定時間に渡り、送受信モジュール８１を受信状態に切り換え、図７中の体温測
定用耳票１からの信号を受信可能な状態に制御する。
【００３０】
　　トリガー信号を受信した各体温測定用耳票１，１，……は、個体識別信号を認識し、
体温データ受信機８が発信した個体識別信号に該当する一個の体温測定用耳票１が、図４
中の温度センサー４および温度検出部５によって検出した温度情報信号を、スタートビッ
ト信号とストップビット信号とを伴って発信し、図７中の体温データ受信機８が、この温
度情報信号を受信してコンピュータ９に送信し、温度情報信号を受信したコンピュータ９
は、その信号を体温データに変換して体温検出時刻と共に個体識別信号毎に記録する。
【００３１】
　　第一番目の牛Ｃの体温を記録したコンピュータ９は、第二番目の牛Ｃに向けて個体識
別信号を伴うトリガー信号を発信させ、同様の無線通信を行うことにより、第二番目の牛
Ｃの体温データと体温検出時刻とを記録し、さらに第三、第四番目の牛Ｃへと順次体温検
出と記録とを実行して牧場内で管理されている牛Ｃ，Ｃ，……の体温を記録して行くこと
となる。
【００３２】
　　管理下にある全ての牛Ｃ，Ｃ，……の体温を記録した後、１０分または１５分あるい
は１時間等の予め設定された一定時間を経過した後に、再度、前述同様に第一番目の牛Ｃ
から体温を検出し、体温データと体温検出時刻とを記録するという作動を継続して長期に
渡る各牛Ｃ，Ｃ，……毎の体温データを記録して行くものである。
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【００３３】
【効果】
　　以上のとおり、この発明の体温測定用耳票によれば、一般的な乳牛や肉牛を飼育する
際に広く使用されている耳票の機能を兼ね備えており、こうした耳票の取付けと略同等の
作業によって家畜等の動物の耳に比較的簡便に取り付けられ、直に耳孔の体表から検温す
ることができるようにしたため、装着やメンテナンス作業等に特別な技術が不要となるば
かりではなく、耳孔の体表からかなり正確に検温データの入手が可能になるという従前ま
でのものには見られない最大の特徴を有している。
【００３４】
　　しかも、体温測定用耳票との間で無線信号を送受信可能な距離、範囲内に体温データ
受信機を適宜設置するだけで、多頭飼育用体温管理システムを構成することができ、従前
までであれば、体調不良と思われる牛に対して直接体温計を使って検温するしかなく、管
理者に多大な負担を強いる作業となっていたが、こうした労力を払わずとも、所定時間毎
に体温データ受信機が各牛に装着された体温測定用耳票と自動的に通信して検温できるよ
うになるので、管理者の負担を大幅に軽減するばかりでなく、多数頭の牛の何れをも見落
とすことなく正確な体温を把握して健康管理ができるようになるという極めて大きな特徴
も得られるものである。
【００３５】
　　また、この発明の体温測定用耳票を用いた多頭飼育用体温管理システムによれば、体
温データ受信機が発信する個体識別信号およびこれに関連付けられたトリガー信号を受信
し、これに呼応する一個の体温測定用耳票が、体温データ受信機に向けて温度検出信号を
発信し、当該体温データ受信機が受信した信号を体温情報に変換し、記録して個体別の経
過時刻に伴う体温データを自動的に記録することが可能となり、管理者が体温計を持って
牧場内を移動したり、放牧地から牛を畜舎に移動させたりという手間や時間を一切不要と
した上、瞬時の中に複数頭の動物の体温を次々に測定してしまい、しかも随時簡便に個々
の動物の体温変化を確認して健康状態を正確に把握することができるという秀れた効果を
発揮するものとなる。
【００３６】
　　さらに、この発明の体温測定用耳票を用いた多頭飼育用体温管理方法によれば、体温
データ受信機から所定時間毎に、各個体の体温測定用耳票に向けて個体識別信号およびこ
れに関連付けたトリガー信号を次々に発信し、個体識別信号に該当する体温測定用耳票だ
けが呼応して温度検出信号を夫々好適なタイミングで発信するものとし、個別の温度検出
信号を個別に、受信して順次、経過時刻と共に温度検出信号を記録することにより、体温
データの誤発信や受信失敗等を防止し、正確な多数頭個体の体温管理を可能とすることが
でき、しかも、左右両耳に体温測定用耳票を装着するようにしたものでは、一方の体温測
定用耳票が外れてしまったり、紛失してしまったときでも、もう一方の体温測定用耳票か
らの温度検出信号を受信することによって体温データを記録することが可能になるという
大きな利点が得られる。
【００３７】
　　特に、実施例に取り上げた体温測定用耳票１は、上記までの特徴に加え、票札片２に
対して温度検出部５、個体識別信号認識部６および無線送受信部７が防水された状態に一
体化されてなる構造のものとし、さらに、留めピン３の耳貫通用軸材部３１に設けられた
温度センサー４と温度検出部５との接続部分を防水構造を有するコネクタによって接続さ
れたものとしてあり、一般的な耳票の取付け作業と然程変らない作業工数で、しかも特に
熟練や高度な技術を必要とせずに、動物の耳に簡便に装着することができることから、管
理者に新たな労働負担を強いることなく、前述のような体温データを自動的に記録するこ
とができるようになるという効果が得られるものとなる。
【００３８】
　　また、温度センサー４が設けられた耳貫通用軸材部３１は、牛の耳に装着されたとき
に、同留めピン３の係合鍔部３２と票札片２とによって覆われるように配置されて温度セ
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ンサー４が直接牛の耳の体表に直接接触するようになっているので、温度センサー４から
検出される温度情報信号に、風雨等の外的気象条件等の影響を受け難くして殆ど正確な体
温測定を可能にするという最も重要な効果を発揮するものとなる。
【００３９】
　　叙述の如く、この発明の体温測定用耳票、およびそれを用いた多頭飼育用体温管理シ
ステム、ならびに多頭飼育用体温管理方法は、その新規な構成によって所期の目的を遍く
達成可能とするものであり、動物への装着作業も比較的容易であるだけではなく、動物生
体への負担を極力軽微なものとすることができ、しかも構造が比較的軽量、小型であって
大量生産によるコスト削減も可能になる上、何よりも室内において体温データ受信機を操
作するだけで確実な体温管理することができて管理者の負担を大幅に軽減できることから
、動物の管理作業の効率自体も格段に高められると同時に、経費の削減と作業時間の短縮
とを確実に達成可能にするものであり、厳しい経営環境にある畜産業界において大いに歓
迎され、広範に渡って利用、普及していくものになると予想される。
【図面の簡単な説明】
　　図面は、この発明の体温測定用耳票、およびそれを用いた多頭飼育用体温管理システ
ム、ならびに多頭飼育用体温管理方法の技術的思想を具現化した代表的な一実施例を示す
ものである。
【図１】　　体温測定用耳票の構造を示す側面図である。
【図２】　　票札片の形状を示す正面図である。
【図３】　　留めピンの形状を示す斜視図である。
【図４】　　体温測定用耳票の電気回路構造を概念的に示すブロック図である。
【図５】　　体温データ受信機の電気回路構造を概念的に示したブロック図である。
【図６】　　牛に装着された体温測定用耳票を示す斜視図である。
【図７】　　多頭飼育用体温管理システムの構成を示す概念図である。
【符号の説明】
　　　　１　　　体温測定用耳票
　　　　２　　　票札片
　　　　３　　　留めピン
　　　　　３１　　同　耳貫通用軸材部
　　　　　３２　　同　係合鍔部
　　　　４　　　温度センサー
　　　　５　　　温度検出部
　　　　６　　　個体識別信号認識部
　　　　　６１　　同　アドレスデコーダ
　　　　　６２　　同　識別アドレス
　　　　　６３　　同　マルチバイブレータ
　　　　７　　　無線送受信部
　　　　　７１　　同　送受信モジュール
　　　　　７２　　同　アンテナ
　　　　　７３　　同　電源供給回路
　　　　８　　　体温データ受信機
　　　　　８１　　同　送受信モジュール
　　　　　８２　　同　アンテナ
　　　　　８３　　同　ドライバ・レシーバ
　　　　　８４　　同　アドレスエンコーダ
　　　　　８５　　同　シリアル・パラレル変換回路
　　　　　８６　　同　送受信切換回路
　　　　　８７　　同　送信状態表示灯
　　　　　８８　　同　電源ユニット
　　　　９　　　コンピュータ
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　　　　Ｃ　　　牛（動物）

【図１】 【図２】
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